
１ 事業の目的

大津町消防団

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

地域を担う消防団員が効率的かつ効果的に災害等の対応を実
施し、更に、充実した活動ができる環境を整えることで、新たな消
防団加入促進を図る。

２ 事業内容

①チェーンソー取扱訓練
多種多様な人材が揃う消防団員の中で、チェーンソー取扱いが
できる消防団員が、身の安全を確保しながらチェーンソーを使用
した救助活動や災害対応ができるよう訓練を実施する。
②警戒巡回
行方不明者捜索等の警戒活動を更に強化するために、全積載
車にドライブレコーダーを設置する。そして、適切にドライブレコー
ダーが再生できるよう訓練を実施する。
③夜間訓練
夜間における災害対応訓練を実施する。
夜間の火災現場において数少ない団員で迅速に視認性を確保す
ることができるよう、高輝度投光器２台を導入し、火災対象物へ
の効果的照射方法を習得する。

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

チェーンソー訓練 回数 １回 １回

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰ警戒巡回 回数 ３回 ３回

夜間訓練 回数 １回 ２回

３ 事業成果

①災害現場で常備消防や行政の対応が困難な場合における
倒木処理や救助活動を消防団が担うために、チェーンソーを
用いて安全に対応できるよう訓練を実施し、チェーンソー取
扱いの基本事項を習得することができた。

②行方不明者捜索等の警戒活動を更に強化することを目的
に、全ての消防積載車にドライブレコーダーを設置し、警戒
活動や再生手順を習得することができた。

③夜間の暗い状況下での災害時に対して、少ない団員で現
場の視認性が確保できる高輝度投光器を導入し、効果的に
対応するための訓練を実施した。実際に、夜間火災が発生
し、効果的な火災現場の照射を行い、消火活動を円滑に進
めることができた。

５ その他参考情報

熊本県大津町自治体名消防団の災害等対応力向上事業
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